
（ ネオン 管灯設備）  

第 1 5 条 ネオン 管灯設備の位置及び構造は、次に掲げる 基準によ ら なければなら ない。（ う ）（ さ ） 

⑴ 点滅装置は、低圧側の容易に点検でき る 位置に設ける と と も に、不燃材料で造つた覆いを 設

ける こ と 。 ただし 、 無接点継電器を 使用する も のにあつては、 こ の限り でない。（ う ）（ さ ） 

⑵ 変圧器を 雨のかかる 場所に設ける 場合にあつては、屋外用のも のを 選び、導線引出部が下向

き と なる よ う に設ける こ と 。ただし 、雨水の浸透を 防止する ために有効な措置を 講じ たと き は、

こ の限り でない。（ さ ）  

⑶ 支枠その他ネオン 管灯に近接する 取付材には、 木材（ 難燃合板を 除く 。） 又は合成樹脂（ 不

燃性及び難燃性のも のを 除く 。） を 用いないこ と 。（ う ）（ か）（ さ ）  

⑷ 壁等を 貫通する 部分の碍管は、 壁等に固定する こ と 。（ う ）  

⑸ 電源の開閉器は、 容易に操作し やすい位置に設ける こ と 。（ う ）  

２  ネオン 管灯設備の管理の基準については、 第 1 2 条第１ 項第９ 号の規定を 準用する 。（ さ ）  

 

【 解説】  

 本条は、 ネオン 管灯設備いわゆる ネオン サイ ン 設備について規制し たも のである 。  

 「 ネオン 管灯設備」 は、高圧を 使用し ている ために、その充電部が二点においてアーク 放電を 生じ 、

火災と なる 危険があ り 、 さ ら に雨水の浸っ た木材等の可燃物に接する と き は、 低圧の場合に比し て、

大き な電流（ 数ミ リ アン ペア程度） が流れて木材等を 発熱さ せ、 こ れを 燃焼さ せる こ と と なる 危険性

がある 。 本条は、 主と し てこ のよ う な危険性を 排除する ために設けら れた規定である 。  

 「 ネオン 管灯設備」 と は、 放電灯設備の一つであっ て、 その管灯回路の使用電圧が 1 ,0 0 0 ボルト

を 超える も のを 対象と し て考えている 。 一般には、 こ の色模様を ネオン サイ ン と 呼んでいる 。 こ こ で

「 ネオン 管灯」 と いう 表現を 用いている が、 必ずし も ネオン ( Ne) のみでなく 、 その他種々の気体を

用いたも のも 含ま れる 。 管灯の光色は、 管の色にも 左右さ れる が、 封入さ れた気体によ っ て決ま り 、

ネオン は橙赤、 アルゴ ン（ Ar） は紫、 ヘリ ウ ム（ He） は赤紫を 帯びた白、 窒素（ N２ ） は黄、 炭酸ガ

ス ( CO２ ） は白、 アルゴ ン と 水銀蒸気（ Hg ） の混合し たも のは青と なる 。  

 一般に、 ネオン 管灯設備の無負荷状態における 高圧側の端子電圧は、 容量 3 5 0 ボルト アン ペア以

上のも のは 1 5 ,0 0 0 ボルト で、 ネオン 管灯の長さ が 1 0 数メ ート ルのも のでは、 1 0 数ミ リ アン ペア

程度の電流が流れる 。 ま た、 容量 3 0 0 ボルト アン ペア程度のも のは 1 2 ,0 0 0 ボルト 、 1 0 0 ボルト ア

ン ペアのも のは 3 ,0 0 0 ボルト である 。 し かし 、 負荷が加わっ て通電状態になる と 、 その電圧はそれ

ぞれ約２ 分の１ と なる 。 なお、 ネオン の変圧器は、 漏洩変圧器（ リ ーケージト ラ ン ス ホーマー） に属

し 、 高圧側が短絡し ても 最高電流は通常 2 0 ミ リ アン ペア程度に抑えら れている 構造のも のであ る 。 

 

１  第１ 項第１ 号の「 点滅装置」 と は、 単にネオン 管を 点滅さ せる ス イ ッ チではなく 、 一定の周期を

も っ てネオン 管を 点滅さ せる ための付属装置である 。点滅装置には、点滅ロ ーラ ーを 電動機で回転

さ せる ド ラ ム 型点滅器、半導体等を 利用し た電子点滅器の二種類が現在使用さ れている 。こ れら の

点滅器は、 低圧側で、 かつ容易に点検でき る 位置に設けなければなら ない。 ま た、 点滅装置は、 不

燃材料で造っ た箱等に収納し なければなら ない。  



  「 低圧側」 と は、 ネオン 管灯設備の一次側すなわち、 変圧器の低圧の方の回路のこ と であり 、 そ

の電圧は普通 1 0 0 ボルト 又は 2 0 0 ボルト である 。高圧側で点滅すれば、アーク が長く のびて好ま

し く ないし 、 その他電気絶縁の困難性に関連し て好ま し く ない。 ま た、 点滅装置は、 露出する こ と

は好ま し く ないので、 不燃材料で造っ た覆いを 設ける よ う 規定し ている 。  

  ただし 書の「 無接点継電器」 と は、 半導体を 利用し た電子式点滅器で、 点滅時火花を 発生する お

それのないも のを いう 。  

 

図 1 5 －１  ネオン 管灯設備の設置例 

 

 

２  第１ 項第２ 号は、 変圧器の設置場所について規定し たも のである が、 屋内、 屋外を 問わず、 雨が

かかる 可能性のある 場所に変圧器を 設ける と き は、雨水に耐える よ う に設計さ れた屋外用のも のを

用いなければなら ないも のと し ている 。 屋外用、 屋内用の区別は、 通常それぞれの変圧器の外面に

表示さ れており 、 前者は円形、 後者は角形のも のが多い。  

  ま た、変圧器の導線引出部を 上向き 又は横向き にし て取り 付ける と 、屋外用のも のでも ブッ シン

グ取付部等から 内部に浸水のおそれがあっ て好ま し く ないので、下向き にし なければなら ないも の

と し ている 。  

  ただし 書の「 雨水の浸透を 防止する ために有効な措置」 と し ては、 変圧器のケース を 防水箱内に

ブッ シン グご と 納める など の措置が考えら れる が、変圧器を 下向き にする よ う 注意すればよ いので

ある から 、 ただし 書の適用の必要は比較的少ないも のと 思われる 。  

 

３  第１ 項第３ 号は、 木材等の可燃物に漏洩電流が流れた場合、 その熱で発熱し 、 発火する おそれが

ある こ と から 、 こ の規定を 設けたも のである 。  

「 近接する 取付材」 の近接する と は、 放電管、 高圧ケーブル等高圧充電部から 5 0 セン チメ ート

ル以内にある 部分と する 。 ただし 、 難燃材料で覆っ たも のに係る 部分についてはこ の限り でない。 

 



４  第１ 項第４ 号は、 壁等の貫通部分に設けら れた碍管が雨雪、 振動等によ り 壁等から はずれ、 配線

の保護ができ なく なる こ と を 避ける ため規定さ れたも のである 。  

 

５  第１ 項第５ 号は、ネオン 管灯設備の事故が発生し た場合等を 考慮し 、容易に電源を 遮断でき る よ

う 開閉器を 操作し やすい位置に設ける こ と を 規定し たも のである 。  

 

６  第２ 項は、 第 1 2 条第１ 項第９ 号の規定を 準用し たも のである 。 こ の点検に当たっ ては、 高圧側

の配線について特に留意し 、配線の被覆の破れ、高圧がかかっ ている 金属の露出部と 支わく 等と の

接触のないよ う に十分に点検し なければなら ない。  

「 必要な知識及び技能を 有する 者と し て消防長が指定する も の」 と し ては、ネオン 管灯設備が高

電圧で使用さ れる 設備である こ と に加え、室内装飾と し ての設置が増加し ている 状況を 踏ま え、消

防局告示第１ 号２ ⑴、 ⑵及び⑸に規定さ れている 次のアから ウ ま での者が該当する 。  

ア 電気事業法に基づく 電気主任技術者の資格を 有する 者 

イ  電気工事士法に基づく 電気工事士の資格を 有する 者 

ウ  ネオン 工事技術者試験に合格し た者（ ネオン 工事技術者）（ 条例第 1 5 条第２ 項において条例

第 1 2 条第 1 項第９ 号を 準用する 場合に限る 。）  

 


